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4月1日現在の会員数780人

（男性445人・女性335人）

（社）沖縄市シルバー人材センター （第４８号） 平成２３年４月７日（１）

シルバー人材センターの理念

自 主 自分のものとして考え

自 立 自分たちの力で育てる

共 働 一緒になって働き

共 助 お互いに助け合う

平
成
22
年
度
「
通
常
総
会
」
が
去
る
３
月
30
日
（
水
）
、
沖
縄
市
農
民
研
修

セ
ン
タ
ー
に
於
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

会
場
入
口
で
は
、
新
城
正
子
、
玉
城
テ
ル
子
の
両
理
事
が
３
・
11
大
災
害
の

被
災
者
へ
の
支
援
を
呼
び
か
け
、
又
開
会
に
先
立
ち
全
員
で
黙
と
う
、
犠
牲
者

の
御
冥
福
を
祈
り
ま
し
た
。
嘉
陽
理
事
長
の
挨
拶
（
挨
拶
全
文
は
２
面
）
の
後
、

議
長
に
島
袋
哲
行
さ
ん
（
コ
ザ
中
校
地
区
）
が
選
出
さ
れ
、
審
議
に
入
っ
た
。

「
平
成
23
年
度
事
業
計
画
、
一
般
会
計
収
支
予
算
」
等
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

〝

通

常

総

会
〞

開

催

＝

基
本
方
針

＝

一
、
普
及
啓
発
活
動
と
会
員
の
増
強
、

就
業
機
会
の
拡
大

二
、
組
織
体
制
の
充
実
・
強
化
と
会
員
の

自
主
活
動
の
推
進

三
、
安
全
・
適
正
就
業
の
取
り
組
み
強
化

四
、
独
自
事
業
、
福
祉
家
事
援
助
サ
ー
ビ
ス
事
業

と
「
ゆ
ん
た
く
ま
ち
や
」
の
活
性
化

五
、
都
市
公
園
管
理
（
指
定
管
理
）
事
業
の
充
実

六
、
訪
問
介
護
・
予
防
訪
問
介
護
事
業
の

受
注
体
制
の
強
化

七
、
新
規
事
業
の
推
進

八
、
新
公
益
社
団
法
人
移
行
の
認
定
申
請
と

財
政
基
盤
の
確
立

平
成
23
年
度
事
業
計
画

会
場
で
支
援
協
力

を
呼
び
か
け
る
新

城
、
玉
城
両
理
事

開会に先立ち、参加者全員で１分間の黙とう

予算案について

質問に立つ

浜比嘉 宗明さん

公園の利用について
の要望を述べる
金城 吉信さん

島袋 哲行 議長

嘉
陽

榮
憲

理
事
長



（社）沖縄市シルバー人材センター 平成２３年４月７日 （２）

「
３
月
総
会
」
理
事
長
挨
拶
全
文

「
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
被
災
者
」

に
救
い
の
手
を
！

「コザ運動公園ハイビスカス植樹祭」にボランティア参加

写真上段左から、

山城貞雄、古堅早苗、仲井眞梅子、

我如古盛康、仲井眞憲盛、屋良朝盛、

下段左から、島袋房子、松吉政子

沖
縄
市
体
育
協
会
（
会
長
・
翁
長
良
成
氏
）

が
主
催
す
る
第
２
回
「
コ
ザ
運
動
公
園
ハ
イ
ビ

ス
カ
ス
植
樹
祭
」
が
去
る
２
月
27
日
（
日
）
、

同
公
園
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
シ
ル
バ
ー
セ

ン
タ
ー
を
始
め
17
団
体
が
協
賛
・
協
力
団
体
と

し
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
植
樹
に
参
加
し
ま
し
た
。

こ
の
催
し
は
昨
年
か
ら
ス
タ
ー
ト
、
５
年
間

で
７
０
０
０
本
を
植
え
、
市
の

花
ハ
イ
ビ
ス
カ
ス
で
公
園
を
埋

め
尽
く
し
、
市
民
に
喜
ん
で
も

ら
お
う
と
い
う
も
の
で
す

３
月
総
会
を
開
催
す
る
に
あ
た
り
、
ご
挨
拶
を
申

し
上
げ
ま
す
。

日
頃
は
、
就
業
や
地
区
活
動
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
に
参
加
さ
れ
て
い
ま
す
事
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
ず
、
去
る
３
月
11
日
に
発
生
し
た
東
北
地
方
太

平
洋
沖
地
震
に
よ
り
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
、
死

者
・
行
方
不
明
者
は
２
万
８
千
人
を
超
え
、
避
難
生

活
者
も
20
数
万
人
に
の
ぼ
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
福
島
原
発
事
故
も
加
わ
り
、
一
層
深
刻
さ

を
増
し
て
い
ま
す
。
食
料
、
水
等
の
確
保
、
ラ
イ
フ

ラ
イ
ン
の
復
旧
は
日
々
進
ん
で
い
ま
す
が
、
被
災
者

の
皆
さ
ん
は
依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況
に
置
か
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
困
難
を
乗
り
越
え
て
頑
張
っ
て
い
る

状
況
を
見
る
に
つ
け
、
一
日
も
早
い
復
興
を
願
わ
ず

に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
３
月
18
日
の
理
事
会
に
お
い

て
、
被
災
者
支
援
の
た
め
義
援
金
募
集
を
決
定
し
ま

し
た
の
で
、
会
員
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

さ
て
、
平
成
22
年
度
も
明
日
で
終
了
し
ま
す
が
、

今
年
度
も
多
く
の
事
業
を
展
開
し
て
き
ま
し
た
。
行

政
、
企
業
、
市
民
の
皆
様
か
ら
の
受
託
事
業
、
指
定

管
理
に
よ
る
都
市
公
園
管
理
事
業
、
緊
急
雇
用
対
策

に
よ
る
住
宅
火
災
警
報
器
設
置
調
査
事
業
等
に
加
え
、

セ
ン
タ
ー
の
厨
房
設
備
を
活
用
し
た
弁
当
つ
く
り
、

販
売
な
ど
多
く
の
就
業
の
場
を
提
供
し
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業
を
取

り
巻
く
環
境
は
、
国
の
補
助
金
削
減
や
依
然
と
し

て
回
復
の
兆
し
が
見
え
な
い
経
済
・
雇
用
不
安
が

続
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

新
年
度
は
、
新
公
益
法
人
法
に
基
づ
く
公
益
社

団
法
人
移
行
の
申
請
を
す
す
め
ま
す
が
、
定
款
の

改
正
を
は
じ
め
関
係
規
則
等
は
５
月
総
会
で
皆
様

の
承
認
を
得
る
準
備
を
し
て
い
ま
す
。
新
公
益
法

人
制
度
で
は
、
事
業
運
営
の
透
明
性
（
情
報
公
開
）
、

法
令
遵
守
、
自
己
責
任
経
営
体
制
の
構
築
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
事
業
活
動
の
内
容
を

会
員
は
勿
論
、
地
域
に
公
開
す
る
こ
と
、
法
律
等

を
し
っ
か
り
守
る
こ
と
、
自
己
責
任
体
制
（
会
員

自
ら
責
任
を
持
っ
て
会
員
主
導
の
組
織
運
営
）
で

の
事
業
経
営
を
し
て
い
く
こ
と
で
す
。
そ
の
た
め

に
は
、
会
員
、
役
員
、
事
務
局
職
員
が
そ
れ
ぞ
れ

の
役
割
を
自
覚
し
、
責
任
を
持
っ
て
職
務
を
遂
行

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
な
お
、
企
画
提
案
事

業
（
ゆ
ん
た
く
ま
ち
や
）
に
つ
い
て
は
、
平
成
23

年
度
で
国
の
補
助
金
が
終
了
し
ま
す
。
事
業
内
容

を
分
析
・
検
討
し
、
今
後
の
方
針
を
出
す
必
要
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
都
市
公
園
管
理
事
業
は
３
年

間
の
指
定
期
間
が
終
了
す
る
こ
と
か
ら
、
再
指
定

に
向
け
て
準
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

厳
し
い
社
会
、
経
済
環
境
に
加
え
、
こ
の
度
の

大
震
災
に
よ
り
、
一
層
の
厳
し
さ
が
予
想
さ
れ
ま

す
が
、
会
員
の
経
験
や
知
恵
を
活
か
し
、
公
益
法

人
と
し
て
地
域
に
貢
献
で
き
る
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
事
業
を
目
指
し
て
頑
張
ろ
う
で
は
あ
り
ま

せ
ん
か
。



（社）沖縄市シルバー人材センター 平成２３年４月７日（３）

第
13
回

理
事
会
開
催

平
成
23
年
度
【
事
業
計
画
案
・
予
算
案
】

理
事
会
で
承
認
！

去
る
３
月
18
日
（
金
）
、
シ
ル
バ
ー
ワ
ー
ク
プ
ラ

ザ
会
議
室
に
於
い
て
、
第
13
回
理
事
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

「
去
る
３
月
11
日
午
後
２
時
46
分
に
発
生
し
た
、

マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
９
・
０
を
記
録
し
た
大
地
震
は
、

歴
史
上
前
例
の
無
い
未
曾
有
の
災
害
で
あ
り
、
被
災

者
の
方
々
は
想
像
を
絶
す
る
苦
難
な
状
況
に
置
か
れ

て
い
ま
す
。
セ
ン
タ
ー
と
し
て
も
全
会
員
の
総
意
の

も
と
、
多
く
の
被
害
者
を
激
励
し
支
援
を
し
た
い
と

思
い
ま
す
」
と
嘉
陽
理
事
長
が
挨
拶
、
そ
の
後
全
理

事
が
〝
募
金
箱
〞
に
そ
れ
ぞ
れ
の
気
持
ち
を
託
し
た
。

報
告
事
項
で
は
、
平
成
23
年
２
月
の
事
業
実
績
と

経
過
報
告
及
び
住
宅
用
火
災
警
報
器
設
置
調
査
業
務

報
告
が
行
わ
れ
た
。

契
約
金
額
で
は
対
前
年
比
１
４
９
％
、
金
額
で
は

９
４
７
万
円
、
就
業
実
人
員
で
53
人
の
増
と
な
っ
た
。

又
、
９
月
３
日
に
出
発
式
を
行
っ
て
ス
タ
ー
ト
し

た
、
火
災
警
報
器
設
置
調
査
業
務
は
３
月
末
日
で
調

査
業
務
は
終
了
、
そ
の
間
延
べ
３
６
２
人
が
２
９
４

５
日
就
業
、
５
万
５
千
７
０
６
軒
を
訪
問
し
た
。

議
題
で
は
最
初
に
、
先
月
の
理
事
会
で
〝
公
益
法

人
移
行
に
関
す
る
特
別
委
員
会
〞
に
付
託
さ
れ
た
第

２
号
議
案
「
公
益
法
人
へ
の
移
行
に
つ
い
て
」
及
び

第
３
号
議
案
「
定
款
の
変
更
案
に
つ
い
て
」
の
第
１

次
修
正
案
が
示
さ
れ
た
。

第
１
号
議
案
「
正
会
員
の
承
認
」
で
は
10
人
（
女
性

５
人
・
男
性
５
人
）
が
承
認
さ
れ
た
。
（
本
人
の
希

望
に
よ
り
４
月
１
日
の
入
会
）
、
３
月
18
日
現
在
の

会
員
数
は
７
６
２
人
（
女
性
３
２
７
人
・
男
性
４
３

５
人
）
と
な
り
ま
し
た
。

第
２
号
議
案
「
収
支
予
算
」
（
補
正
第
３
号
）

第
３
号
議
案
「
平
成
22
年
度

収
支
補
正
予
算
の

承
認
」

第
４
号
議
案
「
平
成
23
年
度

事
業
計
画
」

第
５
号
議
案
「
平
成
23
年
度

収
支
予
算
」

第
６
号
議
案
「
公
益
社
団
法
人
移
行
当
初
の
代
表

理
事
の
件
」

第
７
号
議
案
「
公
益
社
団
法
人
移
行
当
初
の
業
務

執
行
理
事
の
件
」

第
８
号
議
案
「
理
事
長
に
対
す
る
権
限
委
任
」
に

つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
承
認
さ
れ
た
。

議
事
日
程
終
了
後
、

（
１
）
、
中
期
事
業
計
画
（
平
成
23
年
度
〜
27
年

度
）
の
経
過
報
告
が
行
わ
れ
た
。
今
後
は
総
務
広
報

委
員
会
で
更
に
詳
細
を
詰
め
て
、
４
月
の
理
事
会
に

提
出
、
５
月
総
会
で
全
会
員
に
提
示
致
し
ま
す
。

（
２
）
、
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
報
告
が
行
わ
れ
た
。

こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
は
、
セ
ン
タ
ー
登
録
会
員
７

４
５
人
（
平
成
22
年
11
月
末
現
在
）
全
員
を
対
象
に
、

入
会
年
数
、
性
別
、
年
齢
、
年
金
の
有
無
を
基
準
と

し
、
就
業
の
実
態
、
セ
ン
タ
ー
に
対
す
る
評
価
等
を

把
握
し
、
向
後
の
セ
ン
タ
ー
事
業
の
活
性
化
に
繋
げ

て
い
こ
う
と
い
う
趣
旨
で
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

回
収
率
は
８
０
・
３
％
で
し
た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
結

果
は
近
々
公
表
さ
れ
ま
す
。

最
後
に
当
面
の
日
程
が
確
認
さ
れ
た
。

『
ゆ
ん
た
く
ま
ち
や
』

健
康

講
話
「
年
間
計

画
」
決
ま
る
！

開 催 日 「 テ ー マ 」

平成２３年 ４月２０日（水）「肩こり体操」

５月１８日（水）「下肢静脈瘤について」

６月１５日（水）「一次救命処置法」ＡＥＤ使用

７月２０日（水）「熱中症について」

８月１７日（水）「食中毒対策」（ノロウィルス）

９月２１日（水）「血液をサラサラにする生活」

１０月１９日（水）「膝痛の運動療法」

１１月１６日（水）「認知症について」

１２月２１日（水）「インフルエンザについて」

平成２４年 １月１８日（水）「腰痛予防について」

２月１５日（水）「子供の急な発熱」

３月２１日（水）「人間ドック」

『
ゆ
ん
た
く
ま
ち
や
』
で
開
催
し
て
い
る
好
評

〝
健
康
講
話
〞
の
平
成
23
年
度
の
年
間
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
が
決
ま
り
ま
し
た
。
お
友
達
、
ご
近
所
の
方
お
誘

い
合
わ
せ
の
上
、
多
数
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

開
始
時
間
は
い
ず
れ
も
午
後
３
時
に
変
更
に
な
り

ま
し
た
。



（社）沖縄市シルバー人材センター 平成２３年４月７日（4）

会 の 開 催

美
東
・
東
中
校
地
区

地
区
長

玉
城

テ
ル
子

安
慶
田
中
校
地
区

地
区
長

根
路
銘

安
盛

コ
ザ
中
校
地
区

地
区
長

松
江

義
男

地 区 役 員地 域 班 長

平成23年度活動計画
・バスツアー/沖縄の有名スポッ

ト、史跡めぐり

平成23年6～7月

・忘年会 平成23年11月

・地区総会 平成24年 3月

・その他、清掃ボランティア

を予定しています。多くの

参加を期待しています。

経
済
不
況
の
中
、
23
年
度
の
ス
タ
ー

ト
で
す
。
私
た
ち
会
員
も
今
の
出
会

い
を
大
切
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
地
区

活
動
を
通
し
て
地
域
交
流
を
深
め
、

セ
ン
タ
ー
理
念
の
自
主
、
自
立
・
共

働
、
共
助
を
基
軸
に
、
地
区
会
員
の

力
を
結
集
し
て
地
域
へ
の
貢
献
、
セ

ン
タ
ー
の
発
展
に
寄
与
し
て
参
り
ま

し
ょ
う
。

地 区 役 員

昨
年
は
、
私
自
身
体
調
を
崩

し
、
地
区
の
方
々
に
大
変
ご
迷

惑
を
お
か
け
し
ま
し
た
。

今
年
度
は
自
己
管
理
を
徹
底
し

皆
さ
ん
の
お
役
に
立
ち
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

地 区 長 根路銘安盛

副地区長 仲田 仙松

副地区長 小橋川 啓地 域 班 長

室川１班 上原キヨ子

室川２班 松田 辰亮

照屋１班 森田 誠孝

照屋２班 渡久地悦子

照屋３班 新垣 安正

安慶田１班 新垣 秀子

安慶田２班 田里 友伸

安慶田３班 渡口 武次

安慶田４班 松吉 政子

成23年度活動計画
・地区三役・班長会議毎月第4土曜日

・ピクニック・グランドゴルフ

平成23年 9月

・新年会 平成24年 1月

・ボーリング大会 平成24年 2月

・地区総会 平成24年 3月

地 区 長 玉城テル子

副地区長 上原 善栄

副地区長 嘉手苅 昌得

泡瀬１班 大城 勝成

泡瀬２班 中村 義男

泡瀬３班 森松 長勝

泡瀬４班 喜屋武盛正

泡瀬５班 喜屋武 進

高原１班 小底 君子

高原２班 垣花 苗子

与儀班 稲福 忠

海邦班 神谷 悦子

東桃原班
桑江 良善
(石川千枝子)

比屋根1班 西原 清光

比屋根2班 知名 一貴

大里１班 金城 トヨ

大里２班 米須 清雄

地 区 役 員

地 区 長 松江 義男

副地区長 松田 朝勝

副地区長 久場 良隆

平
成
23
年
度
活
動
に
つ
い

て
は
、
地
域
と
の
か
か
わ
り

を
更
に
深
め
て
参
り
た
い
。

安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
へ
の
参
加

協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。
地
域
ぐ
る
み
で
子
供

た
ち
の
安
全
を
守
り
ま
し
ょ

う
。

地 域 班 長

センター１班 森竹 邦良

センター２班 下里 明

胡屋１班 伊佐 繁一

胡屋２班 仲宗根正英

胡屋３班 松田キヨ子

胡屋４班 仲村 昌吏

園田１班 島袋 哲行

園田２班 国吉ユキ子

中の町１班 棚原 因勝

中の町２班 宮城 盛雄

中の町３班 上里 謙信

平成23年度活動計画

・ボーリング大会

平成23年 6月22日
・グランドゴルフ大会

平成23年 7月23日
・ピクニック

平成23年10月22日
・忘年会 平成23年12月23日

・地区総会 平成24年 3月



（社）沖縄市シルバー人材センター 平成２３年４月７日 （５）

地 区 総

越
来
・
宮
里
中
校
地
区

地
区
長

楢
原

教
宏

美
里
中
校
地
区

地
区
長

儀
間

泰
夫

山
内
中
校
地
区

地
区
長

比
嘉

榮
徳

地 区 役 員

地 区 長 比嘉 榮徳

副地区長 金城 喜信

副地区長 又吉 綱一
山
内
中
校
地
区
会
員
の
皆
様
、
昨
年
は
各

種
活
動
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
御
協

力
頂
き
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
年
度
も

山
内
中
校
地
区
発
展
の
た
め
、
セ
ン
タ
ー
の

基
本
理
念
、
自
主
、
自
立
・
共
働
、
共
助
の

精
神
に
則
り
地
区
活
動
へ
の
御
理
解
、
御
協

力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

地 域 班 長

平成23年度活動計画
・地域班長会議 平成23年 4月

・グランドゴルフ大会

平成23年 5月

・ボーリング大会

平成23年10月

・地区親睦会 平成23年11月

・沖縄マラソン道路清掃参加

・地区総会 平成24年3月

諸見里1班 新里 苗子

諸見里2班 長崎 玉美

山里班 金良 武夫

南桃原1班 當山 繁正

南桃原2班 島袋 信子

久保田班 平敷 政康

山内班 豊里 敏江

私
た
ち
は
昨
年
３
月
開
催

の
総
会
に
於
い
て
22
年
度
活

動
計
画
を
決
定
し
、
着
実
に

実
行
し
て
参
り
ま
し
た
。
参

加
さ
れ
た
皆
さ
ん
は
交
流
を

深
め
ま
し
た
。
次
年
度
も
皆

さ
ん
が
喜
ん
で
参
加
で
き
る

企
画
作
り
に
努
め
ま
す
。

地 区 役 員

地 区 役 員

地 区 長 儀間 泰夫

副地区長 饒平名康夫

副地区長 屋嘉比政市

会 計 金城 米男

地 域 班 長

美里1班 中村 良勝

美里2班 桃原 武雄

美里3班 仲井真憲盛

美里4班 仲松 弥一

知花1班 山内 宗保

知花2班 池原 豊光

松本1班・明道 徳盛 猛

松本2班 新垣 節子

登川1班 糸数 昌子

登川2班・池原 宮里 進

平成23年度活動計画
・3役会議（年間2回）

・地域班長会議（年間4回）

・南部施設見学（9月予定）

・忘年会 （12月予定）

・新春グランドゴルフ大会

（1月予定）

・地区総会 平成24年 3月

地 区 長 楢原 教宏

副地区長 森田 清新

副地区長 花城 静子

会 計 八幡 勝

地 域 班 長

越来班 仲尾次末子

城前班 島袋 房子

住吉1班 真喜屋実興

住吉2班 豊里 盛吉

嘉間良班 仲西 勇光

宮里1班 翁長 豊正

宮里2班 饒平名平一

古謝班 八幡 勝

平成23年度活動計画
・ピクニック 平成23年10月
・新年会
新春グランドゴルフ大会

平成24年 1月
・定期総会 平成24年 3月



（社）沖縄市シルバー人材センター 平成２３年４月７日 （６）

去
る
３
月
24
日
（
木
）
、
シ
ル
バ
ー
ワ
ー
ク
プ
ラ

ザ
会
議
室
に
於
い
て
、
管
理
群
班
（
班
長
・
嘉
川
宗

義
）
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

議
題
は
、

①
平
成
22
年
度
活
動
報
告

②
平
成
23
年
度
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
実
施
に
つ
い
て

③
職
域
群
一
部
改
正
に
つ
い
て

④
平
成
23
年
度
活
動
計
画

⑤
質
疑
応
答

⑥
職
群
班
長
、
副
班
長
、
職
域
群
リ
ー
ダ
ー
選
任

質
疑
応
答
で
は
、
「
我
々

の
仕
事
は
そ
れ
ぞ
れ
〝
現

場
で
の
顔
〞
で
あ
り
、
マ

ナ
ー
は
勿
論
、
服
装
に
も

十
分
配
慮
し
、
外
観
も
内

面
も
信
頼
さ
れ
る
よ
う
努

力
し
ま
し
ょ
う
」
と
の
提

言
が
あ
り
、
拍
手
が
沸
き

起
こ
る
と
い
う
一
場
面
も

あ
り
ま
し
た
。

職
群
班
長
選
出
で
は
、

嘉
川
宗
義
さ
ん
の
続
投
の
声
が
上
が
り
、
満
場
一
致

で
再
選
さ
れ
ま
し
た
。
副
班
長
に
つ
い
て
も
推
薦
さ

れ
た
２
名
が
再
選
さ
れ
、
各
職
群
の
リ
ー
ダ
ー
は
そ

れ
ぞ
れ
互
選
で
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

【
ボ
ウ
リ
ン
グ
同
好
会
】
会
員
募
集

「
ボ
ウ
リ
ン
グ
同
好
会
」

は
平
成
22
年
５
月
に
会
員
の

健
康
増
進
と
会
員
相
互
の
親

睦
並
び
に
交
流
を
図
る
目
的

で
結
成
致
し
ま
し
た
。

更
に
会
員
を
増
や
し
、
皆

さ
ん
と
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
23
年
度
会
員
を
募
集
し
ま
す
の
で
是

非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

月
例
会
は

・
毎
月
第
一
日
曜
日
午
前
９
時
30
分
〜

（
変
更
の
場
合
あ
り
）

・
場
所
は
〝
ド
ラ
ゴ
ン
ボ
ー
ル
〞
（
登
川
）

【

連

絡

先

】

山
田

浩

（
０
９
０
ー
９
７
８
５
―
７
２
１
４
）

儀
間

泰
夫

（
０
８
０
―
３
１
８
１
―
６
７
８
１
）

「
管
理
群
班
」
総
会
開
催

「
23
年
度
新
役
員
」
決
ま
る
！

【23年度役員】

班 長 嘉川 宗義

副班長 中村 勝

〃 田中 穰

（リーダー）

第１職群 當眞 嗣光

第２ 〃 西村 弘

第３ 〃 松江 義男

第４ 〃 平 秀雄

第５ 〃 伊波 徹

第６ 〃 嘉川 宗義

中
の
町
小
か
ら
〝
感
謝
状
〞

コ
ザ
中
校

地
区
（
地
区

長
・
松
江
義

男
）
で
は
、

日
頃
か
ら
小

学
校
の
下
校

時
安
全
パ
ト

ロ
ー
ル
に
力

を
入
れ
て
お

り
ま
す
。
去

る

３
月

16

日
、
４
名
の

会
員
さ
ん
が

中
の
町
小
学
校
（
校
長
・
上
間
和
子
）

か
ら
「
献
身
的
に
児
童
を
守
っ
て
く

れ
た
」
と
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

宮
城
盛
雄
さ
ん
は
「
こ
れ
か
ら
も

可
愛
い
子
ど
も
た
ち
を
し
っ
か
り
守
っ

て
い
き
ま
す
」
と
目
を
輝
か
し
て
話
し
て
い
ま
し
た
。

宮
城盛

雄
さ
ん

渡
久
地

き
よ
さ
ん

瑞
慶
覧

千
代
さ
ん

宮
城幸

子
さ
ん



４月の予定

８
日
（
金
）

午
前
10
時
〜

新
入
会
員
説
明
会

15
日
（
金
）

午
前
10
時
〜

理
事
会

27
日
（
水)

午
前
９
時
〜

刈
払
機
取
扱
い
講
習
会

（社）沖縄市シルバー人材センター 平成２３年４月７日 （７）

４
月
１
日
付
で
18
人
（
女
性
８
人
・
男
性
10
人
）

の
方
々
が
新
会
員
と
し
て
入
会
し
ま
し
た
。

各
地
区
の
皆
さ
ん
よ
ろ
し
く
。【

美
里
中
校
地
区
】

・
親
川

松
子

・
新
里

光
子

・
多
和
田

眞
定

・
恩
納

清
俊

【
コ
ザ
中
校
地
区
】

・
佐
久
田

清
子

・
仲
村

千
枝
子

・
新
門

幸
子

【
安
慶
田
中
校
地
区
】

・
桴
海

ヨ
シ

・
前
田

光
雄

【
美
東
・
東
中
校
地
区
】

・
平
識

光
子

・
当
真

邦
子

・
當
眞

嗣
善

・
川
満

三
喜
男

・
村
田

正
義

【
山
内
中
校
地
区
】

・
島
袋

幸
雄

・
亀
川

雅
夫

・
小
波
津

利
弘

【
越
来
・
宮
里
中
校
地
区
】

・
岸

博
美

４
／
１

付
新
入
会
員
紹
介

刈
払
機
取
扱
講
習
会
の
お
知
ら
せ

〝

技
術
・
技
能
の
向
上
を
目
的
に

〞

開
催
日
・
平
成
23
年
４
月
27
日
（
水
）

午
前
9
時
〜
12
時

場

所
・
シ
ル
バ
ー
ワ
ー
ク
プ
ラ
ザ
大
会
議
室

草
刈
実
施
場
所

倉
敷
ダ
ム
（
予
定
）

・

参
加
者
が
少
な
い
場
合
に
は
、
翌
月
合
同

開
催
に
な
り
ま
す
。

・

参
加
希
望
者
は
４
月
25
日
（
月
）
迄
事
務
局

ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※

電
話
で
の
受
付
は
出
来
ま
せ
ん
。

あ
な
た
の
好
き
な
色
・柄
で
素
敵
な

〝
オ
リ
ジ
ナ
ル
か
り
ゆ
し
ウ
ェア
〞
を

作
って
み
ま
せ
ん
か
！

【
講

師
】
大

泊

春

枝
さ
ん

豊

里

シ
ゲ
子
さ
ん

【
対

象
】
一
般
成
人
（
ミ
シ
ン
が
使
え
る
方
・

男
女
は
問
い
ま
せ
ん
）

【
期

間
】
＊

男
性
用
・
か
り
ゆ
し
ウ
ェ
ア

平
成
23
年
５
月
17
日
〜
６
月
21
日

（
毎
週
火
曜
日
の
全
六
回
）

＊

女
性
用
・
か
り
ゆ
し
ウ
ェ
ア

平
成
23
年
５
月
19
日
〜
６
月
30
日

（
毎
週
木
曜
日
の
全
六
回
）

【
時

間
】
午
後
２
時
〜
４
時
（
二
時
間
）

【
受
講
料
】
４
５
０
０
円
（
材
料
費
は
別
途
）

【
場

所
】
沖
縄
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

ワ
ー
ク
プ
ラ
ザ
大
会
議
室

【
定

員
】
各
十
八
名
（
先
着
順
）

【
お
申
込
】
（
社
）
沖
縄
市
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
事
務
局

平
成
23
年
５
月
９
日
（
月
）

〜

５
月
11
日
（
水
）

（
午
後
１
時

〜

５
時
）

電
話

９
２
９-

１
３
６
１

＊
（
お
電
話
で
の
申
し
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
）

〝
か
り
ゆ
し
ウ
ェ
ア
〞
つ
く
り

「
安
全
ス
ロ
ー
ガ
ン
」
に
30
作
品
の
応
募

「
全
シ
協
」
か
ら
推
薦
依
頼
の
あ
っ
た
〝
安
全
ス
ロ
ー

ガ
ン
〞
に
当
セ
ン
タ
ー
会
員
か
ら
30
通
の
作
品
が
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。
御
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

安
全
就
業
委
員
会
を
中
心
に
、
推
薦
基
準
に
照
ら
し

合
わ
せ
慎
重
に
審
査
の
結
果
、
次
の
二
作
品
を
連
合
に

推
薦
す
る
事
に
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

◎
「
慣
れ
た
作
業
に
見
え
ぬ
危
険
、

い
つ
も
初
心
で
安
全
確
認
」

＝

安
慶
田
中
校
地
区

・
仲
里

修

＝

◎
「
ひ
や
り
と
し
た

あ
の
体
験
を

今
生
か
せ
」

＝

越
来
・
宮
里
中
校
地
区
・
徳
永

軍
一
＝



編

集

後

記

（社）沖縄市シルバー人材センター 平成２３年４月７日 （８）

編

集

平
良

正
吉

崎
浜

和
秀

田
中

穰

写
真
協
力

池
宮

隆

仲
村

睦
秀

事
務
局
だ
よ
り

新
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

東
北
・
関
東
大
震
災
で
被
災
さ
れ
た
方
々

に
と
っ
て
は
正
に
負
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
と
な

り
ま
し
た
。
改
め
て
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま

す
。当

セ
ン
タ
ー
の
〝
３
月
総
会
〞
が
開
催
さ

れ
、
23
年
度
の
予
算
、
事
業
計
画
が
承
認
さ

れ
ま
し
た
。
大
変
厳
し
い
予
算
で
す
が
、
新

規
事
業
の
拡
大
等
、
夢
の
あ
る
計
画
も
示
さ

れ
ま
し
た
。
一
人
ひ
と
り
の
力
を
結
集
し
て

大
き
な
結
果
を
出
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

今
回
の
災
害
に
は
、
会
員
の
皆
様
か
ら
多

く
の
温
か
い
善
意
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
被

災
者
の
方
々
も
力
強
く
復
興
に
立
ち
上
が
り

ま
し
た
。

私
た
ち
も
、
明
る
く
元
気
に
一
歩
を
踏
み

出
し
て
、
地
域
と
と
も
に
実
り
あ
る
一
年
と

し
た
い
も
の
で
す
。

岩
手
県
陸
前
高
田
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
ヘ
ル

パ
ー
登
録
し
て
い
た
菅
野
季
子
さ
ん
が
行
方
不
明
に
な
り

ま
し
た
。
地
震
発
生
時
に
は
セ
ン
タ
ー
に
い
た
が
、
揺
れ

が
収
ま
っ
た
後
、
介
護
を
担
当
し
て
い
る
家
に
向
か
っ
た

こ
と
ま
で
わ
か
っ
て
い
ま
す
。
海
岸
沿
い
に
あ
る
市
の
中

心
部
と
の
事
。

「
心
配
で
見
に
行
っ
た
の
か
な
。
津
波
が
来
る
の
は
わ

か
っ
て
た
だ
ろ
う
に
…
」
御
主
人
の
茂
正
さ
ん
は
肩
を
落

と
す
。
そ
の
後
季
子
さ
ん
が
担
当
し
て
い
た
家
を
目
指
し

た
が
、
た
ど
り
着
い
た
場
所
で
は
、
全
て
の
建
物
が
粉
々

に
つ
ぶ
れ
て
い
た
。

―
３
月
16
日
付
琉
球
新
報
よ
り
―

同
志
と
し
て
一
日
も
早
い
無
事
発
見
を
お
祈
り
申
し
上

げ
ま
す
。 シ

ル

バ

ー

魂

が
・
・
・

観
測
史
上
最
大
級
の
被
害
を
も
た
ら
し
た
〝
東

北
、
関
東
大
震
災
〞
は
日
を
追
う
ご
と
に
犠
牲
者

の
数
が
増
え
続
け
て
い
ま
す
。

こ
の
大
災
害
に
対
し
て
、
沖
縄
市
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
は
い
ち
早
く
被
災
者
支
援
に
立
ち
上

が
り
ま
し
た
。
事
務
局
を
は
じ
め
、
〝
ゆ
ん
た
く

ま
ち
や
〞
、
公
園
事

務
所
、
パ
ソ
コ
ン
教

室
に
募
金
箱
が
直
ち

に
設
置
さ
れ
、
更
に

３
月
総
会
々
場
で
も

義
援
金
募
集
を
行
な

い
、
集
ま
っ
た
善
意

は
４
０
万
５
０
０
０

円
に
達
し
ま
し
た
。

こ
の
善
意
は
、
３
月

31
日
（
木
）
に
嘉
陽
理
事
長
が
、
会
員
皆
さ
ん
を

代
表
し
て
日
本
赤
十
字
社
沖
縄
市
地
区
長
・
東
門

美
津
子
氏
に
届
け
ら
れ
ま
し
た
。
（
写
真
）

尚
、
当
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
今
後
の
募
金
活
動

は
、
事
務
局
と
〝
ゆ
ん
た
く
ま
ち
や
〞
及
び
〝
公

園
事
務
所
〞
で
引
き
続
き
行
な
っ
て
参
り
ま
す
。

大
地
震
の
被
災
者
へ愛

の
手
を
！

長
峯
み
ど
り
さ
ん
ご
定
年

勤
続
27
年
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
！

昭
和
59
年
６
月
の
開
設
以
来
27
年
間
、
会
計
一
筋
で
セ
ン

タ
ー
を
支
え
て
き
た
事
務
局
の
長
峯
み
ど
り
さ
ん
が
本
年
３

月
31
日
付
け
で
定
年
退
職
さ
れ
ま
し
た
。

３
月
通
常
総
会
の
席
上
で
嘉
陽
理
事
長
よ
り
、
感
謝
の
言

葉
と
花
束
贈
呈
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
対
し
長
峯
さ
ん

は
「
開
設
当
時
は
配
分
金
の
支
払
業
務
が
大
変
で
し
た
が
、

会
員
皆
さ
ん
か
ら
の
〝
あ
り
が
と
う

〞
の
一
言
が
う
れ
し
く
、
暖
か
い
心

の
温
も
り
を
感
じ
た
の
を
覚
え
て
い

ま
す
。
今
日
ま
で
支
え
て
頂
い
た
皆

様
に
大
変
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
」
と

挨
拶
さ
れ
ま
し
た
。
第
二
の
人
生
大

い
に
楽
し
ん
で
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

４
０
万
５
０
０
０
円
の
善
意

日
赤
を
通
じ
被
災
者
へ


